
〇日時：2026年10月20日（火）13:30～15:30

〇場所：幸ビル会議室

予定時間 テーマ(説明内容)

○議事進行方法の確認

○事前質問回答及び質疑《堀江様質問:44問》

・質問の前提削除(6問:Q1-1～6）

・2025年度における経営効率化の実施状況(5問:Q1-7～11）

・2025年度のコスト削減(7問:Q1-12～18）

・震災前の費用水準との比較(4問:Q1-19～22）

・東電文学(文化?)(1問:Q1-23）

・震災前の費用水準と比較(6問:Q1-24～29）

・株主、投資家のみなさまへ(3問:Q1-30～32)

・原子力財産保険料の経費削減(6問:Q1-33～38)

・廃炉等積立金制度(3問:Q1-39～41)

・5次総特における再稼働の試算方法他(1問:Q1-42)

・原子力PPAの減収(1問:Q1-43)

・一般負担金と過去分(1問:Q1-44)

○事前質問回答及び質疑《坂東様質問25問》

・福島第一原子力発電所事故原因追及(20問:Q2-1～20、枝質問あり)

・柏崎刈羽6号機再稼働に対する事故対応(5問:Q2-21～25、枝質問あり)

○事前質問回答及び質疑《中村様質問:26問》

・ALPS処理水海洋放出の安全性および評価の妥当性(7問:Q3-1～7、枝質問あり)

・希釈海水の取水および流出、放出量 (7問:Q3-8～14)

・建屋滞留水の放射性物質等による汚泥の漏洩リスク(3問:Q3-15～17、枝質問あり)

・建屋滞留水の放射性物質等による海洋、海底土への汚染リスク(2問:Q3-18～19)

・プロセス主建屋の滞留水汚染水の漏洩リスク (3問:Q3-20～22、枝質問あり)

・汚染水の発生(3問:Q3-23～25)

・燃料デブリの乾式保管(1問:Q3-26)

○事前質問回答及び質疑《さとう様質問11問》

・柏崎刈羽原子力発電所の使用済燃料と号機間輸送(3問:Q4-1～3）

・情報公開と回答、東電文学(4問:Q4-4～5,9～10）

・有価証券報告書における原電前払い金の記載(2問:Q4-6～7）

・柏崎刈羽原子力発電所の不正ID使用(1問:Q4-8)

・作業員の累積被爆線量について(1問:Q4-11)

○事前質問回答及び質疑《小倉様質問5問》

・社外対応の倫理委員会について（1問:Q5-1）

・通常と経年劣化による故障の区別について（1問:Q5-2）

・重大事故時の住民への連絡ルートについて（1問:Q5-3）

・柏崎刈羽原子力発電所への攻撃による被害（1問:Q5-4）

・汚染土による環境への影響（1問:Q5-5）

○事前質問回答及び質疑《木村様質問:21問》

・福島第一事故時の放出量(ヨウ素、セシウム)（2問:Q6-1～2、枝質問あり）

・ロードマップの改訂（1問:Q6-3）

・再生可能エネルギーへの取組と出力制御（6問:Q6-4～9）

・放射線による人への影響（1問:Q6-10）

・再処理施設の稼働と崎刈羽原発の再稼働による廃棄物（2問:Q6-11～12、枝質問あり）

・海洋放出と国際条約（1問:Q6-13）

・福島シイタケ原木と飯舘村の放射能汚染、汚染土壌(4問:Q6-14～17)

・日本原電被支援(1問:Q6-18）

・崎刈羽原発再稼働反対(1問:Q6-19）

・中部電力の基準地震動不正(1問:Q6-20)

・ドローン対策(1問:Q6-21、枝質問あり、枝質問あり）

○事前質問回答及び質疑《山崎様質問:26問》

・基準地震動・基準津波の評価(5問:Q7-1～5)

・北陸電力による断層長252.5キロメートルのケースにおける定量的評価の有無(3問:Q7-6～8)

・柏崎刈羽原発の制御棒駆動機構(3問:Q7-9～11)

・低出力運転継続の判断(3問:Q7-12～14)

・津波SSHACプロジェクトのシナリオ別対応方針(5問:Q7-15～19)

・アライアンス募集における非上場化提案の有無(1問:Q7-20)

・機構と東電における福島第一・福島第二の「廃炉」の定義の違い(6問:Q7-21～26)

〇次回の日程調整

候補日　12月14日月、12月15日火　13時30分～15時30分

【質問：158問・枝質問13問（計171問）】

《休憩》

14:40～14:45
(5分)

13:30
(1分)

13:30～13:55
(25分)

13:55～14:10
(15分)

14:45～15:00
(15分)

15:00～15:25
(25分)

15:25～15:30
(5分)

14:10～14:25
(15分)

14:25～14:35
(10分)

14:35～14:40
(5分)


